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私たちはものを見るとき、見る位置を変えながら色々な視点から観察する。

視点を変えれば見え方が異なるからである。９０年前に発明されたテレビは、

遠隔地の情景を居ながらにして見たいという人類の夢を実現したが、視点を変

えることができない。テレビの持つこの制約を打ち破り、自由に視点を変えて

遠隔地の情景を見ることを可能にするものが自由視点テレビＦＴＶ

（Free-viewpoint Television）である。無限個の視点を持ち、好きな位置に視

点を置くことができるＦＴＶは、あたかもその場にいるかのように臨場感あふ

れる３次元シーンを見ることができる究極の 3Ｄ テレビであり、世界の映像メ

ディアの頂点に立つ。 

我々はＦＴＶを提唱し、その実現のため有限個の視点情報から無限個の視点

情報を生成する技術を開発した。特性の異なる多数のカメラをあたかも１台の

カメラのように取り扱う技術や、光線の補間と統合の技術など、これまでのテ

レビにはない、新しい映像技術を開発し、シーンの撮影から自由視点画像の生

成・表示までの全てをリアルタイムで行うＦＴＶシステムを世界で初めて開発

した。また、３Ｄ空間の全ての光線を取得・伝達し、再現する光線再現ＦＴＶ

を構築した。 

動画像の国際標準を定めるＭＰＥＧ（Motion Picture Experts Group）にお

いて、ＦＴＶの国際標準化を推進している。ＦＴＶの第１フェーズとして、多

数のカメラで撮影した多視点映像の情報を圧縮する技術の標準化が２００９年

に成立し、３Ｄ映画を記録するブルーレイ３Ｄに採用された。現在、ＦＴＶの

第２フェーズとして、３Ｄ映像を多眼式３Ｄディスプレイに表示する技術の標

準化を行なっている。我々は総務省ＳＣＯＰＥの助成を受けて３Ｄデータフォ

ーマットの標準化を提案し、採用された。 

２０２２年ＦＩＦＡワールドカップ日本招致委員会は、サッカースタジアム

の感動を再現して世界に配信する技術としてＦＴＶに注目し、これを招致コン

セプトの重要な柱とした。 

ＦＴＶは、空間情報の全てを伝達する究極の３Ｄテレビであり、写真、映画、

テレビと発展してきた映像メディアの頂点に立つ。無限の眼を持つＦＴＶは極

めて高いセンシングや可視化の能力を持つため、産業や社会、生活、文化、学

術、芸術、エンターテインメント等、多くの分野において大きな貢献が期待さ

れる。ＦＴＶの重要性は国際的にも認知され、国際標準化も進展している。日

本発のＦＴＶが世界標準となって実用化される日が近いことを願っている。 


